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ゲートボール大会
鹿野川しゃくなげまつり行事のひとつゲートボール大会が 4月16日、町

民グラウソドで行われ県下から39チームおよそ250人が出場して熱戦が

繰りひろげられました。

肱川町からは 2チームが出場して日頃の練習の成果を発揮しました。
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人口 3,250人 (-1)． 
男 1,570人 (+2)

女 1,680人 (-3)

世帯数 1. 0 1 4器(+6) 

（平成1O.i:j:: 4月30日現在）



箇）。⑮。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鱈瞬 (2) 

平成9年度叙勲・褒章受賞者

勲五等瑞宝章

丸山

勲六等宝冠章

故浜田

藍綬褒章

飛野

音澄氏

タネ氏

虎生 氏

地方自治の発展に寄与

母子福祉の発展に寄与

人権思想の普及に寄与

こ

ぞ

こ

と

し

去
年
今
年
区
切
ら
ぬ
風
の
流
れ
あ
IJ

飛野 虎生氏 丸山 音澄氏

（
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
五
十
周
年
そ
し
て
肱
川
町
創
立
五
十
五
周
年
、
さ
ら
に
ひ
じ
か
わ
風
お
こ

し
運
動
が
展
開
さ
れ
て
十
二
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
大
き
な
節
目
の
年
に
あ
た
っ
て
、
町
の
発
展
と
自
治
の
一
層
の
伸
展
を
期
す
る
た
め
に
記

念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
「
心
に
風
を
」
と
刻
ま
れ
た
風
の
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
九
年
度
叙
勲
受

章
者
並
び
に
褒
章
受
章
者
の
紹
介
と
披
露
が
行
わ
れ
、
町
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
六
個
人
、
三
団
体
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
産
業
の
振
興
に
活
躍
さ
れ
た
四
個
人
、
三
団
体
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
皆
さ
ん
が
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

そ
の
後
、
イ
ソ
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
が
行
わ
れ
、
当
町
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る
北
海
道
え
り
も
町
の

佐
々
木
町
長
と
大
野
町
長
が
今
後
の
交
流
事
業
等
に
つ
い
て
会
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

感謝状贈呈者

四
国
肱
川
皆
農
塾
（
肱

福

田

哲

秋

氏

（

下

鹿

野

川

）

監

査

委

員

功

労

佐

藤

久

綱

氏

（

下

鹿

野

川

）

水

道

管

理

協

力

功

労

戒

野

宮

田

義

盛

氏

柳

民
生
委
員
、
結
婚
相
談
員

土
地
対
策
協
力
員
功
労

）
 

金

野

土

居

貞

大上山（
有
）
大

翌
氏
（
下
鹿
野
川
）
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
功
労

）
き
ゅ
う
り
生
産
振
興

保
）
た
ば
こ
生
産
振
典

者与授犬J
 

ノ
ノ
ノ

去早

特
産
品
の
研
究
開
発
、

生
産
販
売

表
中
居
谷
農
産
加
工
場
（
中
居
谷
）

特
産
品
の
研
究
開
発
、

生
産
販
売

大
谷
特
産
加
工
場
（
大
屋
敷
）

丸
氏
（
道
野
尾
）
交
通
安
全
協
会
役
員
功
労

智
恵
子
氏
（
中
居
谷
）
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
活
動
功
労

栄
）
新
規
就
農
者
受
入
れ
協
力

（久

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

大

谷

文

楽

伝
統
を
保
存
伝
承
し

文
化
の
振
輿
に
貢
献

（
菟
野
尾
）

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

鎮

縄

神

楽

伝
統
を
保
存
伝
承
し

文
化
の
振
興
に
貢
献

保）

内

特
別
本
醸
造
酒
「
風
の
里」

の
製
造
販
売

田 田

谷 光 忠

酪

農
（
影

郎
氏
（
下
鹿
野
川
）

逸

氏

（

大

利
氏
（
久

兵

頭

達

．

行

氏

（

森

地
）
酪
農
経
営
の
近
代
化

平
）
し
い
た
け
生
産
振
興



(3) ~⑲。⑮。領） 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛 麟

` ---，・，．， ．．．— .... 創

方 ；自治法
立 55 周年
施行 50周年
運動 ；1-2年
4月 29日

町
民
＿
人
ひ
と
り
が
、
ま
ず
自
分
の
心

の
中
に
風
を
お
こ
し
、
行
動
を
展
開
し
て

肱
川
町
が
豊
か
で
住
み
よ
い
ま
ち
へ
発
展

す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
風
の
博
物
館
前
へ

風
の
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

風

の

碑

インターネット通信

今年度は中学生がえりも町でホームステイ

をする予定です

表彰状 兵頭氏

(JAきゅうり部会長）

きゅうりは 1億円作物と
なりました

感謝状福田氏

監査委員として20年間

尽くされました

町創立 55周年
自治法沌行50瞬＝
貝あこし這重力 l2正

記念式典・棺賀会

口ャ＾
‘I 
］・9し~

松山大学マンドリンクラブから「風の行方」の演奏を

プレゼントされました

素
人
漫
談
：
・
三
津
浜
風
小
さ
ん



i⑲。⑮。頷） 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 饂麟 (4)

ビ
ス
な
ど
公
的
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。

な
お
、
申
し
込
み
の
際
は

医
師
の
診
断
書
が
必
要
で
す
。

又
、
福
祉
定
期
貯
金
に
つ

い
て
も
取
扱
期
間
の
延
長
及

び
対
象
者
の
範
囲
が
拡
大
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

と
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

⑯優）⑧R④①
ま
す
。

つ
と
し
て
利
率
の

よ
い
介
護
貯
金
を

取
り
扱
っ
て
お
り

援
す
る
た
め
の
一

介
護
貯
金
利
用
限
度
額

五

0
0
万
円
ま
で

介
護
貸
付
利
用
限
度
額

三
0
0
万
円
ま
で

取
扱
局
は
＿
局
に
限
り
ま

す。
こ
の
介
護
貯
金
を
ご
利
用

い
た
だ
け
る
方
は
、
介
護
を

必
要
と
さ
れ
る
方
で
、
原
則

郵
政
省
で
は
、

介
護
が
必
要
な
方

の
自
助
努
力
を
支
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郵佃ボス小がきれU)になったよ i

僕達、私達一生けん命やったよ

第
三
十
六
回
ポ
ス

ト
愛
護
週
間
に
ち
な
み
、
中
野
幼
稚
園
児
二

十
一
人
が
、
四
月
十
七
日
、
町
内
パ
レ
ー
ド
と
ボ
ス
ト
の
清
掃
を

行
い
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
の
色
と
同
じ
赤
い
ハ
ッ
ピ
を
着
て
、
郵
便
局
職
員
の
人

達
と
一
緒
に
、
鹿
野
川
橋
付
近
か
ら
郵
便
局
前
ま
で
を
「
ポ
ス
ト

さ
ん
あ
り
が
と
う
」
の
看
板
を
掲
げ
て
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
清
掃
は
、
岩
田
シ
ョ
ッ
プ
前
と
肱
川
郵
便
局
前
の
ニ
カ

所
を
、
雑
巾
で
き
れ
い
に
磨
い
て
、
あ
ら
た
め
て
郵
便
ポ
ス
ト
に

親
し
み
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
郵
便
局
長
さ
ん
か
ら
、
「
き
ょ
う
は
、
ボ
ス
ト
を
お

そ
う
じ
し
て
い
た
だ
い
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
ポ

ス
ト
を
大
切
に
使
っ
て
下
さ
い
。
」
と
お
礼
の
言
葉
を

い
た
だ
ぎ

ま
し
た
。

園
児
達
は
、
郵
便
局
か
ら
も
ら
っ
た
、
お
み
や
げ
を
大
事
に
持
っ

て
、
疲
れ
も
み
せ
ず
元
気
に
郵
便
局
を
後
に
し
ま
し
た
。

‘,／ ‘,'‘ 

一
度
、
家
の
中
を
幼
児
の
目
線
で

点
検
し
な
お
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
は
幼
児

の
手
の
届
か
な
い
高
い
所
に
片
付
け

調
理
器
具
な
ど
は
元
栓
を
し
っ
か
り

締
め
て
お
く
な
ど
の
安
全
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

幼
児
の

H
線
で
、

住
ま
い
の
防
災
点
検

今
回
は
幼
児
の
火
遊
び
に
よ
る
火

災
の
防
止
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す。
家
の
中
に
は
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー

や
調
理
器
具
な
ど
、
簡
単
に
火
が
つ

く
も
の
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
幼

児
が
親
の
マ
ネ
を
し
て
触
っ
て
し
ま
っ

た
ら
と
て
も
危
険
で
す
。



(5) ~®退。⑱ ＿＿ 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） ．―-一 飼甜舜｝

入園・入学おめでとう｀＇
入園入学から 1カ月 幼稚園児24人、 1年生18人皆んな元気に通つています



1R。⑮。領） 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 扇麟 (6) 

明
治
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
伝
統

あ
る
行
事
「
川
講
」
が
見
の
越
部
落

で
四
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
川
講
」
と
い
う
の
は
昔
は

食
べ
る
物
に
乏
し
か
っ
た
た
め
、
タ

ソ
パ
ク
源
を
補
う
目
的
と
、
部
落
の

人
達
の
親
睦
を
深
め
る
意
味
を
こ
め

て
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

現
在
と
は
生
活
状
態
も
違
っ
て
い

た
の
で
、
飲
む
お
酒
の
量
も

一
升
と

決
ま
っ
て
お
り
、

一
人
湯
呑
み
一
杯

以
上
飲
む
人
は
、
飲
め
な
い
人
か
ら

お
金
を
出
し
て
買
っ
て
飲
ん
で
い
た

そ
う
で
す
。

お
料
理
も
捕
っ
た
魚
と
、
自
家
製

の
豆
腐
ぐ
ら
い
だ
っ
た
よ
う

で
す
が
そ
れ
で
も
一
日
楽
し

く
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。

日
程
も
土
用
の
丑
の
日
に

行
い
、
家
回
り
で
行
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
現
在
は
、
た

ば
こ
農
家
が
多
い
見
の
越
部

落
に
と
っ
て
都
合
の
良
い
時

期
に
集
会
所
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。当

日
は
、
午
前
中
は
家
族

総
出
で
河
辺
川
で
釣
り
、
百

匹
以
上
の
ハ
ヤ
が
釣
れ
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
釣
っ
た
魚

で
料
理
を
し
、
部
落
全
員
親

睦
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

町
外
へ
出
て
い
る
若
い
人

魚料理も手慣れたものです 砂糖醤油で焼きました

達
も
帰
省
し
て
、
こ
の
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
何
百

年
と
続
い
て
い
る
伝
統
行
事
を
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

今
な
お
絨
く
伝
統
行
事
「
川
講
」

見
の
越
部
落

僕たち り平成 9年度 3歳児健康診査時の虫歯〇者
ゼロ

受診者24人中虫歯〇者は次の 8人です。

私たちは虫歯

（藤野原）

三瀬

（小

絢子さん

藪）

徳本慎太郎さん

． 

（上森山）

森田祐香里さん

（中

安川

野）

航平さん

< 
大野

（中 野）

沙織さん

（道野尾）

万願寺梨奈さん

です

（中

大野

（影

冨永

野）

春菜さん

地）

員美さん

厚
生
省
で
は
、
八
十
歳
に
な
っ
て

も
二
十
本
は
自
分
の
歯
を
保
つ
こ
と

を
目
標
と
し
た
「

8
0
2
0
運
動
」

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
二
十
本
以
上

の
歯
が
あ
れ
ば
、
自
分
の
歯
で
何
で

も
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
。

こ
の
運
動
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

小
さ
い
頃
か
ら
「
よ
く
か
ん
で
食
べ

る
」
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
と
、

だ
液
の
分
泌
を
よ
く
し
た
り
、
ア
ゴ

の
発
育
•
発
達
を
助
け
て
、
口
の
中

の
病
気
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
食
べ
も
の
の
消
化
吸
収
を
助

け
た
り
、
血
液
の
循
環
を
促
し
、
脳

を
活
性
化
さ
せ
る
な
ど
全
身
の
健
康

に
も
よ
い
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

自
分
の
歯
で
何
で
も
お
い
し
く
か

ん
で
食
べ
る
こ
と
は
、
人
生
八
十
年

時
代
を
豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
に

も
大
変
重
要
で
す
。



(7) ~⑲。@。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 鯛麟

平成9年度町税完納達成

平成9年度町税完納表彰式が4月の部落長会

で行われ、 9年度分は全納税組合が完納してい

ただき、6納税組合が永年継続完納として表彰

されました。

長期入院する場合は

食事代の減額手続きをしましょう

40年継続完納

現在一般の人が入院した時は一定の食事代が必要で

すが、届出に より認定されると一 日の食事代が減額さ

れる場合があります。該当する場合は届出をしましょ

う。

尚、現在減額認定証を交付されている人は、有効期

限が 5月31日となっております。引続き入院される場

合は、新たに申請手続きを行ってください。

汗生納税組合

月野尾納税組合

橡の木瀬納税組合

E訓柑閥叫冠墨

35年継続完納

小畑井納税組合

山槌納税組合

25年継続完納

上嵯峨谷納税組合

*90日までの入院
0保険証（老人医療受給者は、医療受給者証も）

0印鑑

*90日を超える入院
0保険証（老人医療受給者は、医療受給者証も）

0印鑑

0入院期間を証明できる書類（領収書など）

般 1日 760円

町民 税 90日までの入院 1日 650円

非課税世帯 90日を超える入院 1日 500円

町民税非課税世帯の
1日 300円

老齢福祉年金の受給権者

問い合わせ先 国保係 公内線221

人権擁護委員制度をご存知ですか？

肱川町の人権擁護委員

菊池昭三郎さん

TEL 

中 塚

34-3224 

忠さん

TEL 

（大和部落）

（久保部落）

34-2747 

6月1日は、人権擁護委員法が施行された日です。

人権は、人間が幸福な人生を送る上で、最も大切な権利です。 自分だけでなく 、すべ

ての人権が尊重されなければな りません。

国の内外を問わず人々がお互いに人権を守ることによって明るい社会をつくる ことが、

私達の願いです。

相談は無料で秘密は守られます。お気軽に御相談ください。
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一 人生の節目節目に届出
人生には、いろいろな節目がありますが特に女性の場合、届け出を忘れてはならない時期が沢山

あります。いろいろな節目には必ず届出をしましょう。

女 性 の 年 金

自営業者と結婚

氏名 ・住所変更届

●--------------------------------' 
会社を辞めてサラリーマンと結 i 

婚し、夫の扶養になったとき ： 

[ヽl
種別変更届（第3号該当） ！ 

氏名 ・住所変更 ！ •---------------------------------• 
• --------------------------------—• 
！共働きであった妻が退職した ！

i とき

／冒
！ 種別変更届（第3号該当） ！ •---------------------------------• 
夫が脱サラしたとき

妻が夫の扶養からはずされた

とき

種別変更届（第 1号資格取得）

o—-------------------------------—• 
，夫が定年退職したとき

種別変更届（第 1号資格取得） ！ 
●------------------------------C 

種別変更届（第 1号資格取得）

会社員になったとき

種別変更届（第 1号資格喪失）． 
•゚ ------------------------------—• 
！夫が転職したとき

1 種別確認届

0 ------------------------------— • 

65歳になったとき

ヽ

老齢基礎年金裁定請求書

―No.(!碑如四＞＠一

お父さん
弘安さん

お母さん

久美子さん

な
つ
み

稲
田
菜
摘
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

平
成
8
年

3
月
1
8
日
生

2
歳
2
か
月

こ
う
へ
い

大
野
耕
平
ち
ゃ
ん
（
道
野
尾
）

平
成

8
年

2
月
2
1
日
生

2
歳

3
か
月

い
た
ず
ら
好
き
で
あ
ま
え
ん

ぽ
う
。

さ
ら
に
恐
が
り
と
、
い
く
つ

も
の
性
格
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

食
べ
物
は
特
に
魚
が
好
き
で
、

小
魚
は
頭
か
ら
食
べ
ら
れ
ま
す
。

ゆ
で
卵
も
、
自
分
で
む
い
て
食

べ
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
、
な
っ
ち
ゃ
ん

で
す
。二

月
に
妹
が
生
ま
れ
、
毎
日

お
世
話
が
忙
し
い
の
。
で
も
、

ま
だ
ま
だ
お
母
さ
ん
が
恋
し
く

て
、
時
々
困
ら
せ
て
し
ま
い
ま

す
。
は
ず
か
し
が
り
屋
だ
け
ど
、

よ
ろ
し
く
ね。

お父さん
真弘さん

お母さん
妙子さん
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肱
川
町
身
体
障
害
者
更
生
会
の
総

会
が
四
月
十
日
、
肱
川
町
基
幹
集
落

セ
ソ
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
障
害
者
の
基
本
理
念
で
あ
る

「
完
全
参
加
と
平
等
」
に
ふ
さ
わ
し

い
明
る
＜
豊
か
で
活
力
に
満
ち
、
住

み
慣
れ
た
地
域
社
会
に
お
い
て
自
助

努
力
で
自
立
更
生
し
、
よ
い
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
障
害
者
に
対

す
る
理
解
と
協
力
を
得
て
今
後
の
障

害
者
福
祉
の
向
上
を
期
す
る
と
共
に
、

社
会
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
ま

す
。
身
障
者
の
自
立
更
生
の
高
揚
と

相
互
理
解
を
強
化
す
る
と
共
に
、
福

祉
施
策
の
向
上
及
び
障
害
者
に
対
す

る
一
般
社
会
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、

ふ
れ
あ
い
の
中
で
澗
い
と
安
ら
ぎ
に

滴
ち
た
幸
せ
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
に
努
め
ま

す
。
明
日
へ
の
希
望
を
強
く
も
ち
福

祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

総
会
に
お
い
て
、
以
上
の
よ
う
な

基
本
方
針
を
基
に
事
業
計
画
な
ど
を

゜
〇

監

事

0
支
部
長

〇

理

事

0
会

長

〇
副
会
長

安

川

武

志

城

戸

寿

賀

倍

小

川

和

雄

藤

川

エ

ミ

子

矢

野

喜

美

子

東

信

子

三

浦

国

利

金

平

続

久
保
田
ム
ネ
コ

浜

田

洋

一

源

田

武

上

田

八

重

子

中

岡

道

幸

三

好

万

亀

雄

新

役

員

会
長
に
安
川
武
志
氏
を
再
選

肱
川
町
身
障
者
更
生
会
総
会
開
催

社
協
だ
よ
り

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
ご
来
賓
の
方
々

に
は
、
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

ご
臨
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

肱II町社会福祉協議会
B (0893) 34-2340 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大

屋

敷

岩

野

清

信

様

瓜

生

谷

山

下

新

一

様

下
鹿
野
川
川
上
富
士
雄
様

山

槌

松

本

善

一

様

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
ね

た
ぎ
り
者
を
対
象
に
紙
お
む
つ
の
一

部
を
無
料
で
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
在
宅
で
長
期
に
わ
た
り
、

ね
た
き
り
の
状
態
に
あ
る
人
に
、
紙

お
む
つ
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

衛
生
的
で
快
適
な
生
活
と
介
護
者
の

肉
体
的
、
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

紙
お
む
つ
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
思

わ
れ
る
方
は
、
民
生
委
員
さ
ん
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
日
常
生
活
用
具
の
貸
し
出

し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド
・
エ

ア
マ
ッ
ト
・
車
イ
ス
・
マ
ッ
ト
レ
ス

な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
こ
の
日

常
生
活
貸
出
用
具
及
び
紙
お
む
つ
の

費
用
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
ご

こ
ろ
金
庫
に
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
浄

財
で
購
入
し
て
お
り
ま
す
。

紐おむつの

支給について

クラプ名 男 女 計

正 山 48 71 119 

中 央 36 55 91 

大 ヘ“'D ‘ 34 47 81 
I」¥ 藪 30 42 72 

予子林 36 56 92 
石し」一' ヘ‘D ‘̀ 18 23 41 

中 津

合 計 202 294 496 

単位老人クラプ定期総会開催

新役員決まる
乎成10年度の単位老人クラブ総会が 4月中に開催され、活動報

告、決算報告、計画・予算などが審議され承認されました。役員

改選が行われたクラブもあり新しい役員は別表のとおりとなって

おります。来賓祝辞をいただぎ、老人クラブヘ対しての激励を賜

りました。老人クラブヘの期待は高まっており、高齢化社会に向

けて、活動も多く多様化して来るものと考えられます。会員の皆

さん頑張って社会に奉仕しましょう。

●
五
月

二
十
九
日

創
作
館
運
営
委
員
会

●
五
月
二
十
日

社
協
理
事
会
・
評
議
員
会

●
五
月
十
八
日
し
十
九
日

町
老
連
研
修
旅
行
（
福
岡
県
）

●
五
月
七
日

町
老
連
総
会

五月の動き

クラプ名 会 長 副 会 長 婦人部長

正 山 飛野虎生 上野光孝 万源貝寺 ヨシ子

拷本好勝
中 央 合岡安盛 山内 幸

沖永重信

大 浅井義明
森田充 一

沖野ミド リヘ‘D ‘ヽ

沖 野ミドリ

I」¥ 藪 中居喜代光 兵頭芳一 藤井里見

予子林 堀内英雄 増田虎雄 山岡ヒナ子

ちL.J...J ヘ，，D 、 森岡鶴男 城戸寿賀倍 和気豊子
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A肱川通常総会
去
る
四
月
二
十
八
日
、

肱
川
町
公
民
館
に
於
い

て
第
五
十
回

J
A
肱
川

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

こ。t
 来

賓
と
し
て
肱
川
町

長
大
野
和
氏
を
始
め
町

議
会
議
長
下
石
勲
氏
、

大
洲
農
業
改
良
普
及
セ

ソ
タ
ー
所
長
の
代
理
と

し
て
有
馬
課
長
さ
ん
、

中
央
会
会
長
寺
井
信
隆
氏
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
祝
辞
を
頂
き
そ
の
他
来
賓
多
数

の
ご
臨
席
を
頂
い
た
。

鉾
岩
組
合
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

議
長
選
出
で
は
、
宇
和
川
地
区
の
沖

浦
賢
嗣
氏
を
指
名
し
た
。
議
長
は
書

記
に
職
員
の
西
永
善
矩
氏
、
竹
本

一

男
氏
の

二
人
を
指
名
し
議
長
席
に
つ

゜
＜
 議

事
に
う
つ
り
第
一
号
議
案
か
ら

第
十
号
議
案
ま
で
を
原
案
の
通
り
承

農

林

だ

よ

り

編集•発行

J A 肱川

肱川町森林組合

第
1
号
議
案
平
成
九
年
度
事
業
報

告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書

及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い

て第
2
号
議
案
平
成
十
年
度
事
業
計

画
の
設
定
に
つ
い
て

第
3
号

議

案

定

款
変
更
に
つ
い
て

（
別
紙
）

定
款
例
第
41
条
第
1
項
第
1
号
の

規
定
に
よ
り
、
別
紙
の
と
お
り
定
款

を
変
更
す
る
。

第
4
号

議

案

信

用

事
業
規
程
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

「
農
業
協
同
組
合
及
び
農
業
協
同

組
合
連
合
会
の
信
用
事
業
規
程
例
の

制
定
に
つ
い
て
」
の

一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
信
用
事
業
規
程

の
一
部
を
別
紙
の
と
お
り
変
更
す
る
。

第

5
号
議
案
平
成
十
年
度
借
入
金

の
最
高
限
度
決
定
に
つ
い
て

借
入
金
の
最
高
限
度
を
八
億
円
と
す

る。第
6
号
議
案
退
任
役
員
に
対
す
る

退
任
給
与
金
の
支
給
に
つ
い
て

①
理
事
に
つ
い
て
は
、
三
五

0
千

円
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
支
給
時
期
、

支
給
方
法
並
び
に
支
給
額
は
、
理
事

会
に
一
任
す
る
。

②

監
事
に
つ
い
て
は
、

ニ―

0
千

第

50
回
通
常
総
会

提

出

議

案

認
決
定
さ
れ
た
。

平
成
九
年
度
事
業
に
対
す
る
概
況

報
告
と
、
平
成
十
年
度
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

役
員
選
任
に
つ
い
て

円
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
支
給
時
期
、

支
給
方
法
並
び
に
支
給
額
は
、
監
事

の
協
議
に
一
任
す
る
。

第
7
号
議
案
平
成
十
年
度
に
お
け

る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
つ
い
て

①

平

成

十
年
度
に
お
け
る
理
事
の

報
酬
は
、
総
額
一
五
、
八

0
0千
円

と
し
、
各
理
事
の
報
酬
額
に
つ
い
て

は
、
そ
の
範
囲
に
お
い
て
理
事
会
に

一
任
す
る
。

②
平
成
十
年
度
に
お
け
る
監
事
の

報
酬
は
総
額

一
、六

0
0千
円
と
し
、

各
監
事
の
報
酬
額
に
つ
い
て
は
、
そ

の
範
囲
内
に
お
い
て
監
事
会
に

一
任

す
る
。

第

8
号
議
案
平
成
十
年
度
緊
急
生

産
調
整
推
進
対
策
実
施
要
綱
に
基
づ

く
米
需
給
安
定
対
策
事
業
に
係
る
交

付
金
、
水
田
営
農
確
立
助
成
補
助
金

等
の
交
付
申
請
、
請
求
及
び
受
領
を

組
合
に
委
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
十
年
度
緊
急
生
産
調
整
推
進

対
策
実
施
要
網
等
に
基
づ
く
米
需
給

安
定
対
策
事
業
に
係
る
交
付
金
、
水

田
営
農
確
立
助
成
補
助
金
、
水
田
飼

料
作
物
振
興
事
業
に
係
る
助
成
金
調

整
円
滑
化
事
業
に
係
る
交
付
申
請
、

請
求
及
び
受
領
に
関
す
る

一
切
の
権

限
、
助
成
補
助
金
の
額
の
確
定
に
伴

い
生
ず
る
返
還
に
関
す
る
事
務
並
び

に
以
上
に
つ
い
て
の
復
代
理
人
の
選

任
に
関
す
る

一
切
の
権
限
を
組
合
に

委
任
す
る
。

第
9
号
議
案
農
業
協
同
組
合
監
事

監
査
規
程
の

一
部
変
更
に

つ
い
て

（別
紙
）

第
10
号
議
案

付
帯
決
議

本
日
の
協
議
中
、
軽
微
な
事
項
の

修
正
お
よ
び
違
算
数
字
の
訂
正
に

つ
い
て
行
政
庁
か
ら
指
示
の
あ

っ

た
場
合
に
は
、
本
旨
に
反
し
な
い

範
囲
で
必
要
な
修
正
を
理
事
会
に

お
い
て
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
し
、
次
回
の
総
会
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

” ” II 

監

事II ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” 

松 森 今 西 山 松兵岩 三 山 二 有尾冨中宮成鉾

本岡宮田下田頭田好本宮友下永居岡登岩

金敏忠盛 福 達 ー登 繁 ツ 清 善 照 光
次 志ズ
郎治 雄夫 寛市行昭男 夫雄勇ヱ輝信男義勉

理
事
・
監
事
の
任
期
満
了
に
つ
ぎ

選
任
を
行
う
。

理
事

14
名

監
事

4
名

定
款
第
29
条
の
規
定
に
よ
る
附
属

書
役
員
選
任
規
定

3
条
第
2
項
の
規

定
に
お
け
る
推
せ
ん
会
議
に
お
い
て

推
せ
ん
さ
れ
た
役
員
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

理

事II 
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平成 9年度の経済はデフレ的情況の中で景気の低迷が続いており金融不安要因もあとをたたない。又

設備投資の伸び悩み、消費が減速する情況の中で超低金利政策が続いている。政府の景気対策が色々打

ち出されておるけれども先行きの不透明感は強い様に思われる。一方農業問題では米過剰による生産調

整が強化をされている。米過剰の要因の中に輸入米（ミニマムアクセス）が大きく影響しているはずであ

る。尚規制緩和への圧力など農産物の生産、流通の環境は極めてきびしい推移となった。

町内の農林産物の粗生産額は 9億5,000万円、その中で農協の取扱いついてはキュウリ 365t 1億

1,700万円、酪農1,565tで1億6,200万円、米3,637袋3,600万円、栗108t 3,800万円、柚子146t 2,500 

万円、畜産そのほか合わせて 4億4,680万円となった。尚資金力の増強、共済事業、購買事業の推進に

努めた。

以下各事業について報告します。

尚大洲、喜多地区の農協合併については平成 5年から研究会を持っておりましたが平成10年 3月11日

促進協議会を発足。各市町村長の方々には顧問にご就任をいただぎご指導を受ける事になりました。合

併の目標期日平成11年 4月1日として専門委員会で合併経営計画のほか検討をすることになっておりま

す。資料が出来次第地区別で説明をしてご意見をいただく事になりますので宜敷くお願いをいたします。

平成10年度事業計画

基本方針

情 勢

日本の経済はバブル経済の崩壊により多額の不良債権を抱えた銀行、証券会社、生保等の金融機関が

平成 9年に入って相次いで倒産する等、極めて憂慮すべき事態に直面しており景気の回復は望めず後退

傾向にある。

農村、農業、 JAを取り巻く情勢は総自由化路線の中で農産物の輸入は増加傾向にある上、米、果樹

等を中心に国内生産は過剰基調であり 、農産物価格は低迷している。この事は農家経済にとっても影響

は大きく、営農意欲の減退、農業生産の減少につながって来ている。特に米については、 4年連続の豊

作、ミニマムアクセスによる輸入米の増加、消費量の減少により在庫が適正水準を大きく上回った為、

平成10年度は目標面積が全国で96万 3千ha県内で 1万780haに拡大され、肱川町では86.3haと過去最高

となった。

2 事業方針

以上の様な社会情勢の中肱川町においては、過疎と高齢化が進み、中でも新規就農者の減少による担

い手不足等極めて厳しい中、 JA肱川では、昨年に引き続き各営農部会と連携し、基盤整備、土づくり、

施設化等に努めながら、高品質、低コスト生産と有利販売に努める。

信用事業については、 2001年日本板ビックバーソを控え、組合員、利用者との一層の結びつぎを強化

しながら 、資金力の増強と共に低金利融資化に努め地域金融機関としての機能の強化に努める

共済事業については、高齢社会を迎え厳しさはあるものの、 3カ年計画の第 1年度に当たり、生涯保

障、危険保障の拡大に努める。

購買事業については、組合員を中心に地域住民の生活福祉の向上をめざし、予約購買を基調とし、生

産、生活資材の取扱いの拡大を図る。

その他の事業についても組合員の理解と協力を得ながら強力に推進する。

尚広域合併については、県下lOJA構想のもとすでに 5J Aが発足しているが大洲喜多地域に於いて

も平成11年 4月 1日発足目標に合併促進協議会を設立して環境変化に対応し、組合員、地域住民の期待

と信頼に応えるため、鋭意、検討し協議を重ねながら推進する。

ド ／ 
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二□□］春の農機安全使用に つし‘ て□□二□
このことについて、農業機械の大型化・乗用化・高性能化による操作の複雑化に伴い、農業機械に

係わる事故はなかなか減りません。愛媛県下においても、毎年のようにトラクターの転倒・転落によ

る重大事故が発生しています。

この防止策として、平成3年9月以降に発売された15馬力以上のトラクターには安全フレームの装

着が義務付けされました。特に、 機械の乗用化により、圃場間の移動 ・圃場への出入りには細心の注

意が必要です。

JAでは、 5~6月を「農機安全使用月間」として安全使用の啓蒙に努めますので、事故防止に十

分ご注意いただきますようお願い申し上げます。

～～次の点に注意しましょう～～

1.取扱説明書は良く読んで正しい技術を身につけよう。

2.点検整備は必ずエンジンを止めてから。

3 日常点検・定期点検を忘れずに

4.「大丈夫だろう」運転は危険、充分安全を確かめよう。

5.作業はピッタリ体に合った服装で。

農作業安全は

家族みんなの願いです

農機災害見舞制度
JA・経済連では農業機械の安全使用運動に努めていま

すが、万一の場合に備えてこの制度を設けています。

この制度は保険ではありませんから農家のみなさんが掛

金を払ったり加入申込みなどの手続きは不要です。

万ーの災害（事故）にあわれた農家へお見舞金をおくると

いう、 JAグループ独自の制度です。経済連より J Aへ供

給した機械を購入されると全て対象になります。

詳しくは、お近くの JA農機センターヘお問い合わせ下

さい。

（お見舞金）
r------------------------------------, 

；万了死望戸 30万円i
~::::::::::::::::::::::::::::::::::::~ 

i後は門隣戸 10万円i
； ： ： ： ： ： ：こ：： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： : 

i晴閉饂戸 5万円i
~::::::::::::::::::::::::::::::::::::~ 
：後遺障害のないとき
：通院加療に 1か月 3万円i
：以上を要するもの------------------------------------

〈つぎの場合は適用除外となります〉

1. 農業機械の法定耐用年数の
1. 5倍を越えた場合。

2. J A ・経済連取扱い以外の
事故の場合。

3. 道路上の事故で自動車損害
賠償保険の給付対象となった
場合。

4. その他、重大なる法令違反
が事故の発生要因であった場

＾ 
口 o

5. 事故発生後、 4か月を経過
して事故報告のなかった場合。

が争
疇たから

、：三ぐぃ

喜0己芹i
 

り：渚
駒

〖
只

I

ヘル
X
ッ
ト

服
装

垢＼ ぷ ） シ ’ ウ

5I 

農作業を安全に

安全使用の．

チェックポイント

,. 

タ` ノジンさ
、も

合
、4•鯰ご窃

¥j"I 

正しく使えば、 農機事故は未然に防げます。



(13) 〗⑲。 ⑮ 。⑱ ’ 圧 OJ) 饂麟

r
,`
!
'
,
＇
｀
9
,
'
,
'
,
'
,
'
,
'
’
,
`
＇
‘
,
｀
'
‘
,
｀
’
.
,
＇
‘
,
'
‘
,
｀
’
ヽ
9

ヽ

9
.
'
,
'

｀
'
‘
,
昌
9
~
’
,
'
,
'
‘
,
`
9
,
＊
＇
‘
‘
‘
J

―

―

 

00 

ー

強

保

保

保

保

保

保

保

保

強

ヰ

移

い

一

ー

ご

畑

強

一

一

J
ゞ

そ

ヽ

’
て
カ

00
0
0
0
0
0
0
00
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0合
）

一

0

0

0

0

4

0

8

5

0

3

た

呆

ス

ー

一-5
4

4

4

3

2

5

3

2

6

 

'

，

っ

強

ウ

ー

~
～
～
～
～
~
～
～
～
~
～
辻
艇
〗
―

一

一

邸

000500500
800
700
700000400

000

讐
中
―

一-,． 

i
-

—

4
5
5
5
2

L

2

2
L

広
虹
畔
研
一

i
志
一
況

―

[
小
〗
〕
心
;
[
二
三
ロ
一

ノ

ト

ノ

悪

悪

粒

ラ

し
あ

ス

ー

用

ノ

ゥ

用

期

体

中

ー

特

特

大

中

中

小

変

色

色

4

ス

と

で

強

強

強

強

強

強

強

強

強

強

保

時

主

(

i

」厄
i

-

――

の
品
ば

一

羞
信
一

一

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
て
や
香

0

7

0

5

5

5

5

0

0

0

5

し
や
系

一
年
茸

一
一椎
一
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
“
い
“
―

-

0

0

0

500200000
000
800200
600
⑩

200
000
疇

麟

畔

＿

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

6

4

4

5

5

4

3

1

7

4

3

の
出

～

9

—
_. 

年
の
大

一

シ

ー

厚

厚

厚

ス

ス

ス

ス

ミ

大

中

小

本

葉

に

一

小
特

一

ゥ

こ

こ

こ

一ー
小

ウ

ウ

、

ウ

ャ

一

一

4

ん

ん

ん

況

ー

中

中

小

大

中

中

小

ジ

ど

ど

ど

概

―

―

 

―

―

 

―

―

 

―

―

 

―

―

 

―

―

 

―

―

 

ー

。

。

。

。

一

一

0
0
0
0
0
0
0
0
 

2
3
3
0
2
0
2
2
 

一一上
上

上

上

上

上
上

一

C

I

D

C

I

D

C

I

D

C

I

D

C

I

D

C

I

D

C

I

D

-

――

1

1

8

4

3

0

1

3

円

0
0

7

6

0

0

0

＿

一＿

o

o

i

0
0
6
5

1
0

0

6

1
 

一

0

0
1
3

0

7

0

6

0

~

-

一一ね

27
本
本

232616
本
本

3340

円

一

―

―

 

一

00
0
0
0
8
9
0
5
0
0000
70
-

0000000
り
。

0
0
2

1
2

8

0

0

0

'

合

0
8
9
3
た
保

9

9

9

9
 

一
一

塁

本

本

152831
お
本
本

5

4
1
当

く

一

0
0
7
4
0
0
0
-

―
-

0

0

m
悪

。

一

0

0

6

4

0

0

0

0

0

 

一

1

5

1

2

0

7

2

0

0

1
き

好

一

動
良

一
-

1

1

1

0

本
本

11
1211
本
本

17
17

荷

行

一

の

売

一

品
で
。

0

0

8

0

0

0
0

0
＿

〇

〇

1

9

8

1

0

6
0
7

0

0

 

一一

9

5
1

3

5

6

0

5

5

場

製

薄

合

一

、

品

保

一

9

9

9

 

-

16
18
本
本

1216.1816
本
本

2219

は
、
木

一

上

上
下
上
上
上
上
上
下
上
上
上

上

上

材

は

径

一

cmcm
cm
cmcmcmcmcmcmcmcmcm
cmcm

足

般
材
小

一

一
良

一-1
8

2

4

7

8

11
1
3
1
8
2
4
7
8
1
6
3
0
1318

優

盛

一

一

丘

5

丘

[

醗

i

―

―

 

』ヽ

r
 

0
,
‘
!
!
！
`
'
し
ー
ー
、
i
!
!
｀
り
ー
ー
！
ー
・
'
~
“
,
｀
！
!

ーー一罰三渭一
優良材生産は直材づくりから．I

県 森 連市 況
平成10年 4月27日市

大洲木市 （単位m'当り 円）

長さ 末口径
スギ ヒノキ マッ

その 他
直 曲がり 直 曲がり 直

7 cm 土下本 380 本 293 本 493 本 338 
8 cm 本 400本 339本 536本 539

4 m 13 cm 16,000 11,000 30,100 21,500 !Bau上21,000
- - --

椎茸生産はクヌギ林造成から．I•.

1乾椎茸 市況（松山椎茸市 場） I

市売 日• •平成10年 4 月 20 日
市売数呈・・870ケ ー ス 15,870kg 
平均単価 4,240円
銘柄別 単 価

銘柄 価 格 相場銘柄 価 格 相場

こうこ 8,000 ~ 8,900 強特用大 4,000~ 5,000 保

大 厚 6,800~ 8;000 強特 用中 4,300~ 5,600 強

肱川町駐在になって 1か月が経ちましたが、 この間にもいろいろと貴重な経験ができたよう

に思います。その 1つに山菜採りがあ りますが、車で林道を走っているとき、また、山中へ歩

いて入るときにも、ちらちらと周りを見ながら、タラの芽やワラビがついつい気になってしま

います。今まではあまり興味も経験もなかったのですが、ついこの前初めてタラの芽のてんぷ

らを食し、それがもう絶品。それからというもの、なにかというと山で採れるものが気になる

ようになりました。これも肱川の自然のおかげと感謝しております。

もう木の芽時は終わりますが、秋にはきのこも生えます。特にねらいは「におい松茸、味し

めじ」ですね。とても楽しみです。

そういえば、愛媛県林業試験場でホンシメジの人工栽培の実験が行われ、肱川町宇和川産の

菌株を用いたものが最も成長がよく育種素材として有望であると結果がでました。マッタケや

ホンシメジなどの菌根性きのこは栽培が困難とされていましたが、将来は宇和川産のホンシメ

ジが全国に普及するかもしれませんね。

林業改良指導員技師松岡真悟
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今
年
度
、
肱
川
町
に
て
女
性
農
業
大
学
を
開
講
い
た
し

ま
す
。兼

業
化
・
農
業
者
の
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
い
ま
、
農

業
、
農
村
を
支
え
て
い
る
の
は
女
性
で
す
。
女
性
の
役
割

は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
き
生
き
と
豊
か
な
生
涯
生
活
を
送
る
た
め
の
学
習
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
組
織
や
集
落
を
越
え
た
交
流
の
場
と

し
て
、

多
く
の
女
性
の
参
加
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
六
月
下
旬
に
肱
川
町
公
民
館
で
開
講
式

を
行
い
、
年
七
回
の
学
習
講
座
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

〈
開
講
期
間
〉
平
成
十
年
六
月
ー
平
成
十

一
年
三
月
(
+

月
除
く
）

〈
講
座
時
間
〉
基
本
的
に
午
後
の
半
日

〈
募
集
人
数
〉
約
四
十
人

〈
主
催
〉
大
洲
地
区
農
業
改
良
普
及
事
業
推
進
協
議

会

〈
講
座
予
定
内
容
〉

①
講
演
「
女
性
が
輝
い

て
生
き
る
た
め
に
」
他

②
野
菜
や
花
の
栽
培
管
理
ワ
ソ
ポ
イ
ソ
ト

③
安
全
な
農
機
具
の
使
い
方

④
肱
川
の
産
物
を
利
用
し
た
お
も
て
な
し
料
理
実
習

⑤
正
月
用
寄
せ
植
え
実
習

⑥
健
康
づ
く
り
疲
労
回
復
体
操

⑦
交
流
学
習
会
：
．
管
外
視
察
研
修
他
で
す
。

皆
さ
ん
の
要
望
で
、
よ
り
魅
力
的
な
内
容
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
い
つ
い
忙
し
い
が
口
癖
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

時
問
を
見
つ
け
、
農
業
、
農
村
に
生
ぎ
る
女
性
の
輪
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
申
し
込
み
は
六
月
十
日
ま
で
に
肱
川
町
役
場
産

業
課
森
(
6
三
四
ー

ニ
三
―
-
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ひ
じ
か
わ
女
性
農
業
大
学
開
講
！
」

ロ
—

受
講
生
募
集

太 陽 の 贈 り 物
ビタミソC、Aやミネ ラルをたっぷり含む天然果汁です。

血管の抵抗性を強める作用のあるビ タミソ Pも含まれてい

ます。お子様からお年寄りまで、家族の健康のために、み

んなでお飲み下さい。

●栓を開けたら冷蔵庫にいれ、なるべく早くお飲み下さい。

●開栓前のジュ ースは日の当たらない涼しい場所で保管し

て下さい。

●沈でん物は果肉（果実分）ですからよく振ってそのままお

飲み下さい。

えひめみかんジュース

（伊予かん混合）

愛媛県産果実分・果汁分

ー00 ％ 

家
庭
で
楽
し
む
ナ
ス
栽
培

夏
野
菜
と
し
て
御
三
家
と
も
言
う

べ
き
ト
マ

ト
、
キ
ュ
ウ
リ
そ
し
て
ナ

ス
。
毎
年
畑
や
庭
で
栽
培
し
て
収
穫

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

今
月
は
ナ
ス
の
定
植
後
の
管
理
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
整
枝

・
剪
定

ナ
ス
は
各
葉
の
付
け
根
か
ら
脇
芽

が
発
生
し
、
ほ
っ
て
お
く
と
枝
が
込

み
す
ぎ
て
果
実
の
着
果
・
着
色
が
悪

く
な
り
、
ま
た
病
害
虫
が
繁
殖
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
脇
芽
を

制
限
し
、
成
り
枝
だ
け
を
残
す
よ
う

に
整
枝
し
ま
す
。

ま
ず
、

一
番
花
よ
り
下
の
脇
芽
は

す
べ
て
か
き
と
り
ま
す
。

次
に
一
番
花
直
下
お
よ
び
そ
の
下

か
ら
出
る
強
い
枝
を
伸
ば
し
、
主
枝

と
し
て

三
本
仕
立
て
と
し
ま
す
。

ま
た
、
主
枝
か
ら
出
る
側
枝
は
ほ
っ

て
お
く
と
込
み
合
っ
た
り
垂
れ
下
が
っ

た
り
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
摘
芯
し

ま
す
。
ナ
ス
の
果
実
は
花
の
上
の
葉

一
枚
あ
れ
ば
肥
大
し
ま
す
の
で
、
摘

芯
は
花
（
果
実
）
の
上
一
枚
目
の
葉
の

上
で
行
い
ま
す
。

ま
た
そ
の
際
に
側
枝
の
脇
芽
は
、

主
枝
に
最
も
近
い
脇
芽
を
残
し
て
か

き
取
り
ま
す
。

二
、

誘

引

ナ
ス
の
枝
は
放
任
で
は
直
立
し
、

樹
勢
が
強
く
な
り
す
ぎ
て
流
れ
花
が

多
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
主
枝
を
杯
型
に
開
く
よ
う

に
竹
な
ど
を
立
て
て
誘
引
し
ま
す
。

三
、

収

穫

側
枝
に
な
っ
て
い
る
果
実
は
普
通

に
収
穫
し
た
後
、
主
枝
に
最
も
近
い

部
分
の
脇
芽
を
残
し
て
摘
み
取
り
ま

す
。こ

の
よ
う
に
側
枝
で
の
収
穫
は
、

主
枝
に
最
も
近
い
脇
芽
を
更
新
し
な

が
ら
収
穫
を
続
け
て
い
く
よ
う
に
し

ま
す
。

四

、

追

肥

ナ
ス
は
肥
料
を
多
く
必
要
と
す
る

作
物
で
す
。
そ
こ
で
一
番
果
の
収
穫

時
か
ら
、
化
成
肥
料
を

一
2m
当
た
り

二
〇
？
三
O
rngを
畦
の
肩
に
追
肥
し

ま
す
。
追
肥
の
間
隔
は
樹
勢
に
も
よ

り
ま
す
が
、
ニ
ー
三
週
間
お
き
と
し

ま
す
。

「
親
の
言
葉
と
茄
子
の
花
は
千
に

―
つ
も
無
駄
が
な
い
」
と
は
言
い
ま

す
が
、
実
際
は
か
な
り
流
れ
花
が
で

ま
す
。
整
枝
・
誘
引
・
追
肥
を
う
ま

く
や
っ
て
無
駄
の
な
い
ナ
ス
栽
培
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

任

戸

井

康

雄

⑱
⑯
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普
通
期
水
稲
の
初
期
管
理

1

基
肥
の
施
用

日
本
晴
・
コ
ガ
ネ
マ
サ
リ
・
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
で
は
隣
加
安
四
四
号
を
一
〇

a
当
た
り
三

0
k
g、
ひ
め
の
ま
い
で

三
五

kgを
目
安
に
施
用
す
る
が
、
地

力
や
前
作
に
応
じ
て
加
減
し
ま
す
。

2

初
期
病
害
虫
対
策

い
も
ち
病
、
ウ
ソ
カ
・
ヨ
コ
バ
イ

類
、
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
対
策
と
し

て
移
植
当
日
に
露
払
い
を
し
て
か
ら

ビ
ー
ム
ア
ド
バ
ソ
テ
ー
ジ
粒
剤
を
一

箱
当
た
り
五

0
g均
一
に
散
布
し
、

そ
の
後
、
軽
く
灌
水
し
て
お
ぎ
ま
す
。

3

移
植
と
裁
植
密
度

裁
植
密
度
は
面
当
た
り
一
八
株
程

度
と
し
、
植
え
付
け
本
数
は
一
株
当

た
り
、
三
ー
四
本
に
し
ま
す
。
植
え

付
け
本
数
が
多
い
と
、
ひ
弱
な
分
け

つ
に
な
り
、
病
害
虫
の
発
生
や
倒
伏

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

補
植
は
、
連
続
し
た
欠
株
が
な
い

よ
う
で
し
た
ら
し
な
く
て
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。
欠
株
率
が
五
％
以
内
で
は

収
量
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

4

除
草
剤
散
布

除
草
剤
に
つ
い
て
は
、
カ
ル
シ
ョ
ッ

ト
L
フ
ロ
ア
ブ
ル
は
移
植
後
三
ー
五

日
後
、
ウ
ル
フ
エ
ー
ス
一
槌
粒
剤
は

五
ー
七
日
後
、
ス
バ
ー
ク
ス
タ
ー
一

kg粒
剤
は
五

i
-
0
日
後
に
散
布
し

ま
す
。散

布
後
、
三
ー
五
日
間
は
湛
水
を

ゆ
ず
の
病
害
虫
防
除

ゆ
ず
は
正
品
と
加
工
品
で
は
単
価

差
が
大
き
く
、
病
害
虫
防
除
等
の
基

本
管
理
が
所
得
に
大
き
く
関
係
し
ま

す。0
そ
う
か
病

そ
う
か
病
は
品
質
を
著
し
く
低
下

さ
せ
る
の
で
、
適
期
の
防
除
が
必
要

で
す
。
防
除
時
期
は
、
発
芽
直
後

（
四
月
中
下
旬
）
と
落
花
時
期
（
五
月

下
旬
）
で
す
が
、
毎
年
、
被
害
が
大

き
い
園
は
梅
雨
期
（
六
月
下
旬
）
に
も

行
い
ま
す
。

落
花
直
後
の
防
除
は
、
幼
果
へ
の

感
染
を
防
止
す
る
た
め
の
も
の
で
重

要
で
す
。
薬
剤
は
、
ト
ッ
プ
ジ
ソ

M

水
和
剤
（
一
、
五

0
0倍
）
、
フ
ロ
ソ

サ
イ
ド

S
C
（
二
、

0
0
0
倍
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
期
の
防
除
は
、
灰
色
か
び

病
の
防
除
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま

す。0
黒
点
病

こ
の
病
原
菌
は
枯
れ
枝
で
生
息
し

雨
で
広
が
り
ま
す
の
で
、
薬
剤
防
除

も
重
要
で
す
が
、
剪
定
等
に
よ
る
枯

れ
枝
除
去
が
有
効
な
対
策
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
剪
定
し
た
枝
を
園
内
に

放
置
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下

さ
い
。薬

剤
防
除
は
、

六
月
上
旬
に
一
回

保
ち
、
落
水
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
て
下
さ
い
。

,“,し

こ
の
た
め
、
敷
料
は
こ
ま
め
に
交

換
し
、
さ
ら
に
か
び
等
に
よ
り
飼
料

目
を
行
い
ま
す
。
次
回
の
防
除
は
一
―

oomm以
上
の
降
雨
後
、
ま
た
は
二

五
か
ら
三

0
日
後
に
行
い
ま
す
。
薬

剤
は
、
ジ
マ
ソ
ダ
イ
セ
ソ
水
和
剤

（六

0
0倍
）
、
エ
ム
ダ
イ
フ
ァ
ー
水

和
剤
（
六

0
0倍
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

飼
料
作
物
の
湿
害
対
策
と
家
畜
の
飼

養
管
理
及
び
環
境
対
策

1

飼
料
作
物
の
湿
害
対
策

圃
場
の
冠
水
等
は
、
根
の
生
理
障

害
を
引
き
起
こ
す
と
と
も
に
肥
料
養

分
が
流
亡
し
生
育
不
足
に
な
る
た
め
、

低
収
量
の
最
も
大
き
な
原
因
と
な
っ

て
い
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ
ル
ガ

ム
と
も
に
品
質
に
差
は
あ
る
も
の
の

相
対
的
に
耐
湿
性
が
弱
い
の
で
、
早

急
に
排
水
を
良
く
し
て
お
く
。

湿
害
に
よ
り
生
育
が
不
良
と
な
っ

た
場
合
、
一

0
a
当
た
り
五
柊
程
度

の
窒
素
を
追
肥
す
る
と
あ
る
程
度
生

育
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

家
畜
の
飼
養
管
理

今
後
梅
雨
時
に
か
け
て
高
温
・
多

湿
と
な
る
た
め
、
家
畜
の
体
温
調
節

機
能
が
低
下
し
た
り
、
食
欲
の
減
退

等
に
よ
る
機
能
障
害
や
疫
病
が
発
生

し
や
す
く
な
り
、
生
産
性
が
低
下
す

る
。
特
に
哺
乳
・
育
成
中
の
幼
畜
に

つ
い
て
は
、
下
痢
症
状
な
ど
を
起
こ

し
や
す
い
の
で
衛
生
管
理
に
注
意
す

る。

が
変
敗
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
、
適
量
給
与
を
心
掛
け
る
と
と
も

に
、
飼
料
の
適
量
入
庫
・
適
正
管
理

に
努
め
る
。

3

環
境
対
策

今
後
梅
雨
時
期
に
か
け
て
ハ
工
の

発
生
が
多
く
な
り
家
畜
に
対
し
て
ス

ト
レ
ス
に
よ
る
生
産
性
の
低
下
と
疫

．
 

病
の
伝
播
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら
す

ば
か
り
で
な
く
、
一
般
住
宅
へ
の
畜

産
公
害
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
。

ハ
工
は
、
一
ー
ニ
日
で
卵
か
ら
幼

虫
に
ふ
化
す
る
の
で
、
畜
舎
内
外
を

清
浄
に
し
て
産
卵
場
所
や
幼
虫
の
餌

と
な
る
発
生
源
を
な
く
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
糞
を
乾
燥
さ
せ
る
た

め
フ
ァ
ソ
な
ど
に
よ
る
適
切
な
換
気

と
空
気
循
環
に
努
め
る
と
と
も
に
、

漏
水
が
な
い
よ
う
給
水
施
設
の
点
検

を
行
う
。
堆
肥
化
の
過
程
で
は
、
発

酵
熱
で
卵
や
幼
虫
を
死
滅
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
た
め
適
切
な
切
り

替
え
し
等
の
管
理
を
行
う
。

環
境
対
策
の
み
で
完
全
に
ハ
工
を

防
除
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ

る
た
め
、
電
撃
殺
虫
機
や
薬
剤
を
併

用
す
る
と
効
果
は
高
い
。
薬
剤
を
使

用
す
る
場
合
は
家
畜
保
健
衛
生
所
等

に
相
談
し
、
適
切
な
指
示
を
受
け
る
。

ま
た
、
畜
舎
・
堆
肥
場
等
に
つ
い
て

は
、
建
物
や
周
辺
の
排
水
施
設
を
整

備
点
検
し
、
絶
対
に
雨
で
糞
尿
が
流

れ
で
な
い
よ
う
万
全
の
対
策
を
期
す

る。

‘̀ 

6
月
3
日
（
水
）
大
屋
敷
・
大
乎

6
月
5
日
（
金
）
下
石
丸
・
師
走
野

下
小
藪
・
中
野

6

月
8
日
（
月
）
藤
野
原
•
町

6
月
10
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山

大
成
・
正
山

6
月
1
2
日
（
金
）
久
保

6
月
1
5
日
（
月
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾

・
京
造

6
月
17
日
（
水
）
広
常
・
影
地

6
月
1
8
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

6
月
19
日
（
金
）
森
・
肱
栄
・
硯
・

久
下
・
樋
野
口

汗
生

6
月
2
2
日
（
月
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

6
月
2
4
日
（
水
）
中
居
谷
・
嘉
城
・

共
栄
・
道
野
尾

赤
岩

6
月
2
6
日
（
金
）
大
駄
場
・
柳
・
郷

瓜
生
谷

6
月
2
9
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

L
P
G
配
達
予
定
表

6
月
4
日
（
木
）
岩
谷
方
面
（
集
配
時

醤
油
配
達
予
定
表

6
月
3
日
（
水
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

6
月
4
日
（
木
）
岩
谷
方
面

6
月
8
日
（
月
）
中
津
方
面

6
月
17
日
（
水
）
月
野
尾

・
小
藪
方
面

6
月
1
8
日
（
木
）
岩
谷
方
面

6
月
2
2
日
（
月
）
中
津
方
面

6
月
集
配
予
定
表
（
本
所
地
区
）
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戦開幕
6年目に

二宮運営委員長による始球式

第
二
十
六
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
が
五
月
六
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
午
後
七
時
か
ら
開
会
式
を
町
民

運
動
場
で
行
い
、

二
宮
秀
一
運
営
委
員
長
、
公
民
館
長

の
あ
い
さ
つ
、
昨
年
度
の
優
勝
チ
ー
ム
か
ら
優
勝
杯
返

還
の
後
、

二
宮
運
営
委
員
長
の
始
球
式
で
、
今
年
の
リ
ー

グ
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
チ
ー
ム
は
二
十
チ
ー
ム
で
昨
年
と
同
じ
、

三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
試
合
数
も
六
試
合
程
度

と
な
っ
て

い
ま
す
。

試
合
開
始
時
間
は
第
一
試
合
が
午
後
七
時
三
十
分
か

ら
、
第
二
試
合
は
午
後
八
時
五
十
分
か
ら
で
す
の
で
遅

れ
な
い
よ
う
に
ご
集
合
く
だ
さ
い
。
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第26回 ソフトボールリーグ戦対戦表

月1日眉日 第 1試合 第 2試合 月1日置日 第 1試合 第 2試合

5/6 水仇谷77イヤーストーンズ ー 中野ドッグバック 27水 cオール中居谷 ー ミドル予子林 0はIII川昆会』員 一道野尾 ・山槌

7木 0下鹿野）1|セリーグーオ ール中居谷 0中野77イターズー上鹿野 /II B 28木 ◎岩谷パワーズ ー 中野 77イタ ーズc三 月一 位lII阿農羹委員会

8金 ◎ミドル予子林ーヤング予子林 〇血鳥坂ダムりイングス ー岩 谷パワ ーズ 29金 c上鹿野／iiA -中 月ドッグバック 0下鹿酎iiセリーグ ー 大谷77イヤーストーンズ

9土 休 み（土） 休 み（ 土） 30土 休 み（土） 休 み（土）

10日 休 み（日） 休 み（日） 31日 休 み（日） 休 み（日）

11月 ◎道野尾・ 山槌一肱lII何農業委員会 ◎大谷メッツ ー共栄マッキーズ6/ 1 月0駄）1|何議会昆員 ー赤 岩 橋◎ 上鹿野／1|B-正山オールド

12火 0は）11月昆会』員 ーオールド予子林 〇上鹿 月）1|A - 大谷77イヤーストーンズ 2火 〇山鳥坂ダムウイングス 一共 袋マッキーズ c道野尾・ 山槌 一三 月

13水 ◎正山オール ドー中野 77イターズ c赤 岩 橋 一三 月 3水 ◎ヤング予子林 ー上鹿 野 /IIA 0位）1|JJJ息羹委員会ーオールド予子林

14木 ◎上鹿野／1|B - 山鳥坂ダムりイングス ◎ヤング予子林一下鹿月l11セリーグ 4木 ◎オール中居谷一 畑77イヤーストーンズ 0中野 ドッグバックーミドル予子林

15金 ◎大谷メッツ ー岩 谷パワーズ 0中野ドッグバック ーオール中居 谷 5金 c上鹿野／1|B-岩谷パワ ーズ◎正山オールドー大谷メッツ

16土 休 み（土） 休 み（土） 6土 休 み（土） 休 み（土）

17日 休 み（日） 休 み（日） 7日 休 み（日） 休 み（日）

18月0共袋マッキ ーズ一正山オールド cミドル予子林ー上鹿野 IllA 8月 c 三 月一肱 lII川昆会議員 0中野77イターズー叫鳥坂ダムウイングス

19火 c赤 岩 橋一道野尾・山槌 O 〖 l II 何農羹委員会 一 肱 l I I 何昆会議員 9火 休 み 休 み

20水 cオールド予子林 一三 月〇浴77イヤーストーンズ ーヤ ング予子林 10水0共袋マッキ ーズー上鹿 野 川 B0下鹿野IIIセリーグー中 野ドッグバック

21木 0中月77イターズー大谷メッツ ◎岩谷パワーズー共栄マッキーズ 11木 0肱l11何農羹委員会 ー赤 岩 橋cオールド予子林一道野尾， 山槌

22金 ◎ミドル予子林一下鹿野）11セリーリ ◎オール中居谷ー上鹿野）I/A 12金 侃谷77イヤーストーンズ ーミドル予 子林 ◎ヤング予子林 ーオール中居 谷

23土 休 み（土） 休 み（土） 13土 休 み（土） 休 み（土）

24日 休 み（ 日） 休 み（日） 14日 休 み（日） 休 み（日）

25月0中野ドッグバック ーヤ ング予子林 cオールド予子林一赤 岩 橋 15月 ◎上鹿野）1|A -下鹿野）1|セリーグ 〇共菜マッキーズー中 月77イターズ

26火 ◎正山オールドー山島坂ダ砂イングス ◎大谷メッツ ー上鹿野 /IIB 16 火 〇山島坂ダムウイングス ー大谷 メ ッツ ◎岩谷パワーズー正山オールド

※◎は、審判です。 1試合目の◎の付いていないチームが準備、 2試合目の◎の付いていないチームが日誌と鍵の返却当番です。
グラウンドの整備は、 2試合目の両チームで行ってください。
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発心から結願まで 後は高野山を残すのみ

第
十
三
期
お
四
国
学

級
を
、
四
月
二
十
一
日

か
ら
二
十
三
日
ま
で
の

二
泊
三

日
の
日
程
で
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
第

六
十
六
番
雲
辺
寺
か
ら

結
願
寺
大
窪
寺
ま
で
の

二
十
三
ヶ
寺
を
巡
り
ま

し
た
。
今
ま
で
は
、
一

年
に
一
回
―
つ
の
県
を

巡
拝
し
四
年
間
で
学
級

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
組
か
ら
は
第

一
番

霊
山
寺
か
ら
順
番
に
年

二
回
学
級
を
行
っ
て
い

て、

三
年
目
で
八
十
八
ヶ

寺
の
研
修
を
行
い
、
後

は
高
野
山
を
残
す
の
み

と
な
り
ま
し
た
。

緑
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
ま
す

中
野
小
学
校
緑
の
少
年
隊
総
会
が
、

五
月
六
日
（
水
）
中
野
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
自
然
愛
護
活

動
の
実
践
を
と
お
し
て
「
自
然
を
愛

す
る
心
の
豊
か
な
子
供
を
育
て
る
」

こ
と
を
目
的
に
行

っ
て
い
る
も
の
で

す。
こ
の
緑
の
少
年
隊
に
は
中
野
小
学

校
児
童
全
員
が
所
属
し
て
お
り
、
新

入
隊
員
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
公

民
館
長
、
肱
川
町
森
と
緑
の
推
進
協

議
会
会
長
の
河
野
森
林
組
合
長
よ
り

来
賓
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
緑
の
少

年
隊
長
の
森
大
地
隊
長
よ
り
決
意

の
言
葉
を
の
べ
、
活
動
計
画
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
年
度

は
空
き
缶
拾
い
等
の
環
境
美
化
、

花
の
栽
培
、
野
鳥
観
察
と
い
っ
た

彎

活
動
を
行
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

な
お
、
緑
の
少
年
隊
活
動
は
岩

谷
小
学
校
で
も
行
っ

て
い
ま
す
。

隊長の決意のことば

銭形砂絵を見学（観音寺）

（
 

中
野
に
あ
る
三
島
神

社
で
、
四
月
十
―
―
―
日
、

鎮
縄
神
楽
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
神
楽
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

戦
後
か
ら
だ
と
言
う
こ

と
で
す
。
厄
落
と
し
が

行
わ
れ
始
め
た
の
は
約

十
年
ほ
ど
前
か
ら
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の

無
病
息
災
を
祈
っ
て
当

日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
氏
子
約
六
十
人
が

参
加
、
約
四
時
間
に
渡

り
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

本
厄
の
人
た
ち
が
、
盆
の
舞
等
の
神

里
に
神
楽
の
太
鼓
が
響
く

一

楽
に
参
加
し
、
氏
子
の
人
た
ち
の
笑
~

い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

鎖
縄
神
楽
は
、
県
の
無
形
民
俗
文

i

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
町
内
で
~

も
公
演
を
月
野
尾
の
八
幡
宮
で

三
月
~

二
十
五
日
、
岩
谷
の
松
島
神
社
で
恵
~

比
寿
祭
り
の
時
に
も
奉
納
さ
れ
て
い
~

ま
す
。

一

‘̀ 

盆の舞に厄年の人が参加

こ
の
映
画
を
観
る
の
は
も

う
四
回
位
に
な
ろ
う
。
太
平

洋
戦
争
前
の
あ
る
分
教
場
の

子
ど
も
と
女
教
師
の
姿
を
描

い
た
壺
井
栄
の
名
作
”
二
十

四
の
瞳
“
で
あ
る
。
十
二
人

．．． 

の
子
ど
も
た
ち
の
お
な
ご
先

生
へ
の
敬
愛
と
あ
こ
が
れ
、

.
|
L
病
気
見
舞
い
の
幼
い
発
想
。

恵
ま
れ
な
い
家
庭
の
哀
し
い
生
活
、

さ
さ
や
か
な
同
窓
会
、
心
を
込
め
た

先
生
へ
の
贈
り
物
、
や
が
て
訪
れ
る

戦
争
と
い
う
運
命
▲
す
り
切
れ
て
い

．． 

る
弁
当
ご
り
を
「
恥
ず
か

し
い
。
六

年
に
な
っ
た
ら
ア
ル
ミ
の
を
買
う
て

や
る
い
う
た
じ
ゃ
ろ
」
と
母
を
困
ら

せ
る
子
。
学
校
へ
来
る
よ
う
に
頼
む

先
生
に
「
こ
の
赤
ソ
坊
が
死
な
ん
か

ぎ
り
学
校
へ
は
や
れ
ん
の
じ
ゃ
」
と

怒
る
父
親
。
死
ん
だ
赤
ソ
坊
の
そ
ば

で
「
こ
れ
で
え
え
ん
じ
ゃ
」
と
泣
い

て
酒
を
呑
ん
で
い
た
父
親
。
観
る
た

び
に
美
し
い
感
動
と
涙
が
あ
る
。

．． 
た
か
が
映
画
で
は
な
い
、
当
時
の
日

本
の
現
実
で
あ
っ
た
▲
翻
っ
て
今
の

日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
ど
う
か
。
欲

し
い
物
は
手
に
入
り
、
親
に
横
着
を

い
い
、
先
生
の
指
導
に
”
切
れ
る
“

と
い
う
。
と
ん
で
も
な
い
話
で
あ
る

▲
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教
育
に
つ
い

て
中
教
審
は
「
正
義
感
・
倫
理
観
を
。

父
親
の
影
響
力
を
。
我
慢
の
子
を
。

悪
い
こ
と
は
悪
い
と
：
・

・:
」
な
ど
家

庭
の
し
つ
け
を
強
く
求
め
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
だ
と
日
本
の
将
来
は
な
い

と
い
う
人
も
多
い
。
先
ず
自
分
の
子

に
責
任
を
持
と
う
。
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唐
突
だ
が
／
奈
々
子

お
父
さ
ん
は
お
前
に

お
前
の
お
母
さ
ん
の
頬
の
赤
さ
は

そ
っ
く
り

奈
々
子
の
頬
に
い
っ
て
し
ま
っ
て

ひ
と
こ
ろ
の
お
母
さ
ん
の

つ
や
や
か
な
頬
は
少
し
青
ざ
め
た
。

お
父
さ
ん
に
も
ち
ょ
っ
と

酸
っ
ぱ
い
思
い
が
ふ
え
た
。

吉
野

赤
い
林
檎
の
頬
を
し
て

眠
っ
て
い
る
奈
々
子
。

弘

お
前
に
あ
げ
た
い
も
の
は

香
り
の
よ
り
健
康
と

か
ち
と
る
に
む
ず
か
し
く

は
ぐ
く
む
に
む
ず
か
し
い

自
分
を
愛
す
る
心
だ
。

苦
労
は
／
今
は

お
前
に
あ
げ
ら
れ
な
い
。

お
父
さ
ん
に
も
／
お
母
さ
ん
に
も

酸
っ
ぱ
い
苦
労
が
ふ
え
た
。

自
分
が
あ
る
と
ぎ

他
人
が
あ
り
／
世
界
が
あ
る
。

今
の
日
本
の
社
会
は
、
「
自
分

自
身
の
よ
さ
」
が
な
か
な
か
感
じ

ら
れ
に
く
い
社
会
に
な
り
つ
つ
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
私
た
ち
は
「
自
分
の
よ
さ
」

を
認
め
る
．
感
じ
る
こ
と
な
し
に

は、

他
の
人
の
よ
さ
を
感
じ
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
考
え
て
み
る
と
、
私
た
ち

が
み
ん
な
で
豊
か
に
生
ぎ
て
い
く

た
め
に
は
、
日
常
の
生
活
の
中
で
、

も
っ
と
自
分
の
よ
さ
に
気
づ
き
、

そ
れ
を
話
し
合
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
よ
う
に
私
は
思
い
ま
す
。
気

軽
に
、
こ
ん
な
詩
で
も
読
み
な
が

ら．．．．．．
o

奈
々
子
に

多
く
を
期
待
し
な
い
だ
ろ
う
。

ひ
と
が

ほ
か
か
ら
の
期
待
に
応
え
よ
う
と

し
て
／
ど
ん
な
に

自
分
を
だ
め
に
し
て
し
ま
う
か

お
父
さ
ん
は
は
っ
き
り

知
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

お
父
さ
ん
が

お
前
に
あ
げ
た
い
も
の
は

健
康
と
／
自
分
を
愛
す
る
心
だ
。

ひ
と
が
／
ひ
と
で
な
く
な
る
の
は

自
分
を
愛
す
る
こ
と
を
や
め
る
と

き
だ
。

自
分
を
愛
す
る
こ
と
を
や
め
る
と

きひ
と
は

他
人
を
愛
す
る
こ
と
を
や
め

世
界
を
見
失
っ
て
し
ま
う
。

中

野

小

学

校

宮

植

賢

治

自
分
を
愛
す
る
心
を

砂•.‘·，.，.•、”.. 、•V•V·.,·v••、•.“·，·.、•v·•、.•、·，·v·V•v·vv•Jv·V、•V、ャ•-..、心ぐご•...，“‘...＾,,·.,·.,·.、·.、.y.•、·v•V·vv·V`｀v、.•v•v...•、心•'ふ和9.，9が9•.、.. “•v·V•v•V•v•V·v•v·V•V•v·、.·V`‘.·、心ぶ・・，

三子供たちの健全育成を目指じて三
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平成10年度役員

会 長

副会長

I/ 

II 

事務局長

沖野

永田
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鶴田

内藤

和義（肱川中）
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叔子（中野小）
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肱
川
町
文
化
協
会
の
会
員
に
よ
る

作
品
展
示
を
公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
展
示
に
は
、
つ
り
は
し
川
柳
会
、

し
ゃ
く
な
げ
俳
句
会
、
河
鹿
俳
句
会
、

絵
を
描
い
て
い
る
肱
水
会
、
写
真
の

写
友
会
、
書
道
教
室
で
書
道
を
習
っ

て
い
る
大
人
と
子
供
た
ち
の
作
品
約

百
三
十
点
を
展
示
、
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ
、

舞
踊
と
い
っ
た
発
表
部
門
は
、
三
月

に
文
化
芸
能
発
表
会
で
発
表
を
行
い

ま
す
が
、
絵
画
、
写
真
等
の
発
表
の

場
と
し
て
展
示
し
て
い
る
も
の
で
す
。

沖野会長あいさつ

町
P
T
A
総
会
が
、
五
月
一
日
（
金
）
町
内
の
会
員
約
三
十
人
が

参
加
し
、
肱
川
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
に
先
立
ち

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
町
と
郡
の

P
T
A
功
労
者
と
し
て
岩
田
忠
義

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
町

p
連
の
感
謝
状
が
、
六
人
の

方
に
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
議
事
に
入
り
事
業
計
画
、
役
員

改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

絵 画 と 写 真

倉
島
長
正

「

渡

世

」

荒

川

洋

治

「
血
と
骨
」

梁
石
日

「歌

集

青

童

子

」

前
登
志
夫

「月

光

の

東

」

宮

本

輝

「イ
ン
・
ザ
・
ミ
ソ
ス
ー
プ」村

上

龍

小
池
真
理
子

ダ
ニ
エ
ル

・
キ
イ
ス

新
藤
兼
人

文
藝
春
秋
編

「律
子
慕
情
」

「
眠
り
姫
」

「弔

辞

」

「立
花
隆
の
す
べ
て
」

「阿

部

定

正

伝

」

堀

ノ

内

雅

「正
し
い
日
本
語
」
一
0
-

新
購
入
図
書
の
ご
案
内

9
ヽ

ー

い

,

＼

 

場

w
t
り
品

ヽ

り

＜

作の室教道書
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肱
川
町
長
賞

水
の
意
に
風
の
意
に
添
ひ
花
筏

愛
媛
新
聞
社
賞

花
時
計
春
の
息
吹
の
刻
き
ざ
む

肱
川
町
観
光
協
会
長
賞

パ
ン
ジ
ー
の
ど
れ
も
上
向
き
日
曜
日

肱
川
町
公
民
館
長
賞

ぽ
っ
か
り
と
春
は
空
か
ら
や
っ
て
来
る

肱
川
町
文
化
協
会
長
賞

春
の
湖
風
一
陣
の
水
徴
か
な

肱
川
町
教
育
長
賞

風
と
な
り
光
と
な
り
て
花
吹
雪

平
成
十
年
度
句
碑
入
賞
句

水
の
意
に
風
の
意
に
添
ひ
花
筏

漉

野

聞

川

抑

大

会

[

]

四
月
二
十
九
日
み
ど
り
の
日
、
午
前
十
時
か
ら
、
つ
り
は
し
川
柳

会
主
催
に
よ
る
「
鹿
野
川
川
柳
大
会
」
が
肱
川
町
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
町
内
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は
高
知
か
ら
の
参
加

も
あ
り
約
百
十
名
の
参
加
が
あ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

兼
題
は
、

「
文
楽
」
「
利
子
」
「
や
り
く
り
」
「
訳
」
「
軽
い
」
「
居
酒

屋
」
「
笑
う
」
「
楽
器
」
、
特
別
課
題
と
し
て
「
ち
ょ
っ
と
」
で
し
た
。

秀
句
及
び
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

肱
闊
厠

oo匈
大
会

吉

田

町

浜

本

和

美

五
十
崎
町

宍

田

柳

子

大

洲

市

水

野

美

子

大

洲

市

長

谷

孝

子

宇

和

町

鈴

木

弥

生

吉

田

町

浜

本

和

美

四
月
十
九
日
（
日
）
風
の
博
物
館
で
肱
川
町
俳
句
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
町
内
に
あ
る
二
つ
の
俳
句
会
が
協
力
し
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
当
日
は
朝
風
の
博
物
館
に
集
合
し
、
散
策

し
な
が
ら
句
を
考
え
、
午
後
か
ら
句
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。
投
句
は

五
十
九
人
、
郵
送
で
二
十
人
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

地 天 地 「
文
楽
」

酒
井
健
晴
選

人
文
楽
の
眉
立
て
て
つ
り
上
が
り明

補
聴
器
を
持
っ
て
文
楽
泣
き
に

栄

子

＜
 

し文
楽
の
デ
コ
よ
り
小
さ
い
後
継

者

南

奉

「

利

子

」

水

田

大

升

選

人
高
額
の
利
子
で
虎
の
子
お
び
き

出

し

和

雄

利
子
程
で
な
い
が
包
ん
だ
気
は

ヽ

ぃ

美

登

里

利
子
が
利
子
生
む
あ
り
が
た
お

そ

ろ

し

さ

南

奉

「

や

り

く

り

」

鬼

川

選

人
や
り
く
り
で
育
て
た
子
等
が
み

な

素

直

恵

子

地
や
り
く
り
を
母
は
一
度
も
口
に

せ

ず

進

水

天
神
も
や
り
く
り
出
来
ぬ
命
が
一

つ

あ

る

俊

正

「

訳

」

渡

辺

南

奉

選

人
打
た
れ
て
も
エ
ー
ス
言
い
訳
な

ど

し

な

い

津

多

恵

が
ん
ば
っ
た
訳
知
っ
て
い
る
墓

の

父

忠

文

判
る
日
は
来
る
言
訳
は
止
め
て

お

く

華

泉

「
軽
い
」

橋
田
呂
久
朗
選

人
よ
く
見
れ
ば
蝶
の
軽
さ
に
花
が

揺

れ

五

葉

シ
ー
ソ
ー
の
夫
婦
カ
タ
ソ
と
僕

が

浮

く

ま

も

る

天 地 天 地

天 地 天 地 「

居

酒

屋

」

結

城

寂

坊

選

人
居
酒
屋
の
常
連
揃
う
日
暮
れ
時

久
美
子

去
年
ま
で
居
酒
屋
だ
っ
た
駐
車

場

進

水

居
酒
屋
で
連
れ
を
待
っ
て
る
ナ
ッ

パ

服

は

る

み

「

笑

う

」

菅

野

華

泉

選

人
原
発
の
町
の
笑
い
を
消
さ
ぬ
様

健

晴

受
付
の
笑
顔
ふ
だ
ん
も
い
い
娘

で

す

よ

し

子

笑
う
子
に
笑
い
返
し
て
乳
母
車

き
よ
子

「

楽

器

」

兵

頭

ま

も

る

選

人
五
人
囃
子
へ
お
内
裏
様
は
眠
れ

な

い

茂

代

の
っ
て
こ
ぬ
咽
喉
へ
三
味
線
難

儀

す

る

美

穂

子

掌
で
叩
い
て
祗
め
て
ハ
ー
モ
ニ

力

否

可

立

特
別
課
題

「
ち
ょ
っ
と
」
大
野
水
津
子
選

人
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
女
は
靴
を

よ

り

春

華

ち
ょ
っ
と
ず
つ
地
球
が
病
ん
で

ゆ

く

怖

さ

達

朗

ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
八
起
き

目

に

弾

み

華

泉

天 地 天 地 天
ド
ラ
イ
ブ
ヘ
椅
子
ご
と
軽
い
父

を

乗

せ

は

る

み

六
月
二
十
一
日
（
日
）

午
前
八
時
三
十
分
よ
り

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
他

町
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
パ
レ
ー

ポ
ー
ル
大
会

・
日
時
六
月
二
十
一
日
（
日

）

午
前
九
時
三
十
分
よ
り

中
野
小
学
校
体
育
館

公
民
館
行
事
も
本
格
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。
五
月

・
六
月
は
ス
ポ
ー
ツ

行
事
が
主
と
な
り
ま
す
が
、
み
な
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
「

A
S
U
K
A
」
は
お

休
み
し
ま
す
。

六
月
号
よ
り
新
編
集
員
に
よ
り
、

掲
載
し
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！

場
所

場
所

日
時

町
内
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

第
五
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
日
時
六
月
十
日
（
水
）

午
前
八
時
三
十
分
よ
り

町
民
運
動
場

場
所

場
所

日
時

五
月
三
十
一
日
（
日
）

午
前
八
時
三
十
分
よ
り

雨
天
時
六
月
七
日
（
日
）

町
民
運
動
場

入
賞
者

第
一
位
高
畑
俊
正

第
二
位
渡
辺
南
奉

第
三
位
田
辺
進
水

第
四
位
平
尾
忠
文

第
五
位
月
原
宵
明

松
山
市

今
治
市

伊
方
町

東
予
市

今
治
市



穏）。⑮。領） 怠し⑮営

6月のカレンダー

1 郷]~尋（20)

6月の日曜・祝日当直医

日 付 行 事 場 所

l （月） 胃がん・大腸がん検検診査 大中洲野縫小製・肱大川谷工小場ッベルクリソ反応

2 （火） 胃がん・大腸がん検診 大谷公民館

3 （水） 胃がん・種大腸がん検診 中J野A予小子・林大谷小BCG接

4 （木）

5 （金） 成心人配病ご検と診相談・結・核行政レ相ソ談トゲソ検診 郷公集民館会所青年・室中津集会所

6 （土）

7 (日）

8 （月） 胃がん・大腸がん検診 保健セソタ ー

9 （火） 胃が犬ん・大引腸取がん検脳診 岩役谷場ダ町ム相民談課所・保肱健川セ中‘ノター
不用の り日予防接種

10 （水） 第リハビリ教室 保町健民センター
5回グラウンドゴルフ大会 グラウソド

11 （木） 日本脳炎予防接種 中野小

12 （金） 日本脳炎予防接種 予子林小・岩谷小

13 （土）

14 (日）

15 （月） 不日燃本脳物収炎予集防接種定例農業委員会 正山小・大谷小

16 （火） 幼児教室 健康増進セソタ ー

17 （水）

18 （木） 1.6歳・ 3歳児健診 保健セソター

19 （金） 結核レ‘ノトゲ‘ノ・成人病検診 予小子藪林集公会所民館

20 （士）

21 (日）
町肉バレーボール

町内 5カ所リク リエーションバレー大会

22 （月） 心配ごと相談 公民館青年室

23 （火） 日本脳炎予防接種 中野小

24 （水） 肱川町議会6月定例会 リハビリ教室 公民館

25 （木） 元気印教室 保健セ ‘ノタ ー

26 （金）

27 （士）

28 (日）

29 （月） 古日紙本脳収集炎予日防接税種金等出張受入れ 予子林小 ・岩谷小

30 （火） 日本脳炎予防接種 正山小 ・大谷小

日 当 直 医 頭毛 話

中 塚 内 科．
24-0606 

7日 （西大洲）

（日） 藤 本 医 院
44- 2561 

（五十崎町）

東大洲城戸眼科 24- 1010 
14日 （東大洲）

（日） 植 木 医 院
44- 2215 

（五十崎町）

大久保内科 26- 1131 
21日 （八多喜）

（日） 高 橋 医 院
44- 2010 

（五十崎町）

浦 岡 医 院
24-2024 

28日 （一の丸）

（日） 佐々木整形外科 43-0101 
（五十崎町）

※変更になる場合がありますので、前もって連絡
してからお出かけください。

救急病 院

曜日 病 院 名 奎屯 話

月・火 市立大洲病院 24- 2151 

水 加 戸 病 院 24- 5101 

木～日 大 洲 中央病 院 24- 4551 

ッベルクリン反応検査
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里紗ちゃん（道野尾）
こうき

昂生ちゃん（道野尾）

潔惟ちゃん（共

6 6 6 6 
月月 月 月 相

19 8 18 5 
苧i火

日 日 日日
ヘ，ー、 へへ

金月 木金 日
.___,、`- ‘‘-ィ
内 大
子 闘 場

町
商

工
会

工 議 所
会 所

◎
社
会
保
険

一
日
出
張
相
談
所


